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高田城百万人観桜会 

集客プロモーションパートナー都市・上越市からのお知らせ 

平成１８年７月７日に、D野市長から佐渡市生涯学習推進会議に対し「佐

渡市生涯学習推進計画の策定について」の諮問がされていましたが、平成

１９年２月５日に佐久間完治会長よりD野市長へ答申書が提出されました。 

佐渡市生涯学習推進会議委員３４名が慎重審議して作成した答申書に

対し、市長は感謝申し上げるとともに、この貴重な意見を活かして佐渡市の

生涯学習がさらに発展していくように努力しますとあいさつしました。 

今後は、この答申書をもとにして「佐渡市生涯学習推進計画書」が作成さ

れます。　◆教育委員会　生涯学習課　q２７－４１８１ 

新潟県立歴史博物館では、県民への普及啓発事業

として博物館の研究員による出前講座を実施しています。

佐渡では過去に３回開催されていますが、今回は、「佐

渡国分寺」がテーマです。越後、佐渡の国府・国分寺

のうちで唯一その跡がはっきりしている佐渡国分寺、数々

の出土品や文献を基にその建造の過程と威容の復元

に挑みます。 

 

■市営おりと住宅（相川）相川下戸炭屋町２２ 
耐火構造４階建、３ＤＫ、昭和５３年度建設／１戸（１４１
号）／家賃・月額１万４８００円～３万２５００円 

■栄町住宅（相川）相川栄町５ 
耐火構造３階建、３ＤＫ、平成８年度建設／２戸（あやめ
棟２０１、３０１号）／家賃・月額２万２９００円～５万４００円 

■県営炭屋町住宅（相川）相川炭屋町１９‐３ 
耐火構造４階建、３ＤＫ、昭和５８年度建設／１戸（３４
２号室）／家賃・月額１万６７００円～３万６６００円 

◎お申し込み方法　市役所建設課もしくは各支所の
窓口へ、申請書など必要書類を提出してください。 

◎お申し込み期限　３月３０日（金）　午後５時まで 

◎入居可能日　４月下旬以降 

◎入居に際して保証人（２名）と敷金（家賃の３ヶ月分）
が必要となります。 

＊入居資格等詳しくはお問い合わせください。 

◆お申し込み・お問い合わせ 
市役所　建設課（建築住宅係）　q６３‐５１１８ 
相川支所　建設水道課（建設係）q７４‐０３３８ 
 

佐渡市生涯学習推進計画の答申書が提出されました 

史跡 佐渡金山遺跡「道遊の割戸」が「美しい日本の歴史的風土１００選」に選ばれました 
これは、（財）古都保存財団（東京都）が、歴史的な建造物や庭園、町並み、

街道、掘割りや水路、古墳、遺跡、城址、社寺仏閣、社叢林、棚田、里山、ため

池、湧水等の歴史的・文化的資産が、その周りの山丘や樹林地、水辺等の

自然環境と一体となって美しい「歴史的風土」を形成している地域として全

国から推薦されたもののなかから選定するものです。「道遊の割戸」は、４００

年の歴史とともに地域が文化財やその環境を守っていることで評価されまし

た。なお、全国の「１００選」につきましては、下記までお問い合わせください。 

〒102-0093　東京都千代田区平河町2－11－11　ＴＥＣビル７Ｆ 
（財）古都保存財団　TEL03－5275－5011　FAX03－5275－5018 
ＵＲL：http://www.kotohozon.or.jp 
◆文化振興課　世界遺産推進室　q27-4170

 「春の道遊の割戸」 
  撮影者　駄栗毛　寛さん（相川会津町） 
 

新潟県立歴史博物館 出前講座のご案内 市営住宅の入居者を募集します 

◆受講申込み・お問い合わせ　（当日参加も可） 
　両津郷土博物館　 
　q２３‐２１００　ＦＡＸ２３‐４８２０ 

○共　催　新潟県立歴史博物館・佐渡市教育委員会 

○日　時　３月２４日（土）　午後２時～３時３０分 

○会　場　真野体育館 ２階 Ａ室 

○受講料　無　料 

○講　師　新潟県立歴史博物館  

　　　　　主任研究員  藤森　健太郎 さん 

○演　題　「よみがえる佐渡国分寺」 
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国
保
の
届
出
が
遅
れ
る
と 

 ・
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・ 

国
保
の
資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、保
険
証
が
な
い
期
間

の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
・・・ 

資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
国
保
の
保
険

証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、国
保

が
負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 ☆
退
職
者
医
療
制
度 

長
い
間
、会
社
な
ど
に
勤
め
て
退
職
し
た

人
は
、次
の
全
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場

合（
ま
た
、そ
の
被
扶
養
者
で
１
お
よ
び
２
に

あ
て
は
ま
る
場
合
）は
退
職
者
医
療
制
度
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

１ 

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人 

２ 

老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人 

３ 

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
老
齢（
退

職
）年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、そ
の
加

入
期
間
が
２０
年
以
上
、も
し
く
は
４０
歳

以
降
１０
年
以
上
あ
る
人 

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
は
一
般

国
保
と
同
じ
で
す
が
、退
職
者
医
療
制
度
で

は
本
人
の
自
己
負
担
と
保
険
税
の
ほ
か
に
、

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
の
に
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
、拠
出

金
が
負
担
す
る
医
療
費
分
ま
で
国
保
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
の
健
全
な

運
営
の
た
め
に
も
対
象
と
な
っ
た
ら
速
や
か

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。 

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
１４
日
以
内

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

届
出
に
必
要
な
も
の
　
年
金
証
書
、保

険
証
、印
鑑 

 ☆
学
生
用
保
険
証 

修
学
の
た
め
に
親
元
を
離
れ
て
居
住
す

る
と
き
は
、世
帯
の
保
険
証
と
は
別
に
u
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
必
要
な
場
合
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
交
付
さ
れ
て
い

る
人
も
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

届
出
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証 

現
在
u
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人

が
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
u
保
険
証

非
該
当
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

○
会
社
に
就
職
す
る･･･

会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
ま
す
。 

○
就
職
し
な
い･･･

住
所
地
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 ☆
遠
隔
地
保
険
証 

出
稼
ぎ
や
旅
行
な
ど
で
一
定
の
期
間
住
所

を
離
れ
る
と
き
は
、世
帯
の
保
険
証
と
は
別

に
　
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
必
要
な

場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

届
出
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、印
鑑 

 

☆
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く 

３
月
〜
４
月
は
、進
学
、就
職
、退
職
な
ど
で
転
入
転
出
を
す
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
や
め
た
り
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、世
帯
主
は
世
帯
内

で
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
１４
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

国
保
に
加
入
す
る
と
き
 
国
保
を
や
め
る
と
き
 

そ
　
の
　
他
 

他の市町村から転入したとき 

職場の健康保険をやめたとき 

職場の健康保険の被扶養者でな
くなったとき 
子供が生まれたとき 
生活保護を受けなくなったとき 
外国人が加入するとき 
他の市町村に転出するとき 
職場の健康保険に入ったとき 
職場の健康保険の被扶養者にな
ったとき 
国保の被保険者が死亡したとき 
生活保護を受けるようになったとき 
外国人が国保をやめるとき 
退職者医療制度の対象になった
とき 
市内で住所が変わったとき 
世帯主や氏名が変わったとき 
世帯分離・合併したとき 
出稼ぎや長期旅行に行くとき 
修学のため、他の市町村に住むと
き 
 

他の市町村の転出証明書※１ 
職場の健康保険をやめたことを証明す
るもの※１ 
被扶養者でなくなったことを証明するも
の※１ 
保険証、印鑑 
保護廃止決定通知書※１ 
外国人登録証明書※１ 
保険証※２ 

国保と職場の両方の保険証※２ 
職場の保険証が未交付のときは加入
したことを証明するもの 

保険証、印鑑※２ 
保険証、保護開始決定通知書※２ 
保険証、外国人登録証明書※２ 

保険証、年金証書、印鑑※２ 
 

保険証※２ 
 
保険証、印鑑 
保険証、印鑑、在学証明書または学生
証 
 

こ ん な と き 届出に必要なもの 

※１　同一世帯に既に国保加入者がいる場合は、国保の保険証も必要です。 
※２　７０歳以上の人（老人保健対象者は除く）は高齢受給者証も必要です。 
 

市報さど・市ホームページに 
広告を掲載しませんか？ 
市報さど・市ホームページに 
広告を掲載しませんか？ 
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●
届
出
は
市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の

国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
お
願
い
し

ま
す
。 

 ◇
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人
ま

た
は
県
単
医
療
受
給
者
は
、加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出

が
必
要
で
す
。
担
当
窓
口
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

届
出
に
必
要
な
も
の
　
受
給
者
証（
老

人
ま
た
は
県
単
）、新
し
い
保
険
証
、印
鑑 

 平
成
　　 １９
年
４
月
１
日
か
ら
健
康
保

険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す 

今
ま
で
は
７０
歳
未
満
の
人
が
入
院
を
し

て
１
ヶ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

市
役
所
に
申
請
し
て
高
額
療
養
費
の
支
給

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、平
成
１９
年
４
月
１

日
か
ら
は
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
す
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

入
院
す
る（
し
て
い
る
）人
は
市
役
所
ま

た
は
各
支
所
の
窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

な
お
、こ
れ
ら
の
認
定
証
は
、国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
と
交
付
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 ※
各
種
届
出
の
際
に
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、身
分

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

市
役
所
　
市
民
課（
国
民
健
康
保
険
係
） 

q
６３
―
５
１
１
２
 

ま
た
は
各
支
所
　
国
民
健
康
保
険
担
当
係 

  

☆
長
木
地
区
市
民
農
園 

・
使
用
期
間   

平
成
１９
年
４
月
１
日
〜 

平
成
２２
年
３
月
３１
日 

・
使
用
面
積   

１
区
画
当
た
り
４０
㎡ 

・
使
用
料    

　
年
間
１
㎡
当
た
り
８０
円 

（
１
区
画
３，
２
０
０
円
） 

・
募
集
区
画
数 

５
区
画 

☆
中
原
地
区
市
民
農
園 

・
使
用
期
間   

平
成
１９
年
４
月
１
日
〜 

平
成
２０
年
３
月
３１
日 

（
平
成
２０
年
度
か
ら
は
３
年
間
と
な
り
ま
す
） 

・
使
用
面
積  

１
区
画
当
た
り
３３
・
６
㎡ 

・
使
用
料     

年
間
１
㎡
当
た
り
１
２
５

　
　
　
　
　
　
　
円（
１
区
画
４，
２
０
０
円
） 

・
募
集
区
画
数 
２
区
画 

☆
八
幡
地
区
市
民
農
園 

・
使
用
期
間   

平
成
１９
年
４
月
１
日
〜 

平
成
２０
年
３
月
３１
日 

（
平
成
２０
年
度
か
ら
は
３
年
間
と
な
り
ま
す
） 

・
使
用
面
積   

１
区
画
当
た
り
３１
㎡
〜

３６
㎡（
区
画
に
よ
っ
て
面
積
が
違
い
ま

す
） 

・
使
用
料     

年
間
１
㎡
当
た
り
１
０
０

円（
１
区
画
３，
１
０
０
〜
３，
６
０
０
円
） 

・
募
集
区
画
数 

　
１４
区
画 

★
お
申
し
込
み 

・
申
し
込
み
期
限  

平
成
１９
年
３
月
３０
日 

　（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

・
申
し
込
み
方
法 

 

佐
和
田
支
所
産
業

振
興
課
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。 

★
お
問
い
合
わ
せ 

　
佐
和
田
支
所
　
産
業
振
興
課 

　（
農
林
水
産
係
） 

q
５７
―
８
１
２
１ 

 

【入院する時に必要なもの】 

区　　　分 

 上位所得者 

一般 

低所得者 

（住民税 

非課税世帯） 

 

保険証 

保険証 

 
保険証 

標準負担額減額認定証 

 

保険証、限度額適用認定証 

保険証、限度額適用認定証 

保険証 

限度額適用・標準負担額減 
額認定証 
 

１９年３月まで 

 

１９年４月から 

 

※７０歳以上の人は今までと変わりません。 
　届出に必要なもの　保険証、印鑑 
 

国民健康保険からのお知らせ 

佐和田支所では、多くの人から野菜や花を栽培して、
農業に対する理解を深めていただこうと市民農園を
設置しています。 
少しでも野菜や花の栽培に興味のある方はぜひ

お申込ください。 

野菜や花を
栽培してみませんか野菜や花を
栽培してみませんか

長木・中原・八幡地区市民農園の 
利用希望者募集！ 

☆掲載できる広告　市の広報紙としての公共性、公益性を
妨げず、市民に不利益を与えない中立性のあるもの。 
☆掲載のお申し込み　原則として、原稿はデータでお願い
します。掲載を希望する月の前月1日までに、掲載予定の
データを添付してお申し込みください。申込用紙は、市役
所秘書課（広報広聴係）にあります。 

☆掲載料　広告の規格によって異なりますので、お問い合
わせください。 
◆お申し込み・お問い合わせ 市役所秘書課（広報広聴係）q63-5134 
 

市報さど・市ホームページに 
広告を掲載しませんか？ 
市報さど・市ホームページに 
広告を掲載しませんか？ 
市報さど・市ホームページに 
広告を掲載しませんか？ 
会社やお店の宣伝に、ぜひご利用ください。 
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４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を 

お
し
ら
せ
し
ま
す 

 【
年
金
だ
よ
り
】 

 【
年
金
だ
よ
り
】 

 
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を 

お
し
ら
せ
し
ま
す 

 

付
加
保
険
料
　
月
額     

４
０
０
円  

※
付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
す
と(

２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数)

で
計
算
さ

れ
た
金
額
が
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す
。
お
申
込
み
は
市
役
所
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、国
民
年
金
基

金
、お
よ
び
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
は
、加
入
で
き
ま
せ
ん
。 

 

　
口
座
振
替
を
さ
れ
て
な
い
方
に
は
、４
月

上
旬
に
郵
送
で
社
会
保
険
庁
か
ら
平
成
１９

年
度
分
の
納
付
書
が
届
き
ま
す
。
毎
月
の

保
険
料
は
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、前
納
し
ま
す
と

下
記
の
表
の
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
下
さ
い
。
 

 
会
社
等
を
退
職
さ
れ
た
方
へ
 

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
で
、会
社
等

を
退
職
さ
れ
た
本
人
ま
た
は
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
は
、次
の
加
入
手
続
き
が
必

要
で
す
。（
被
用
者
年
金
制
度
の
老
齢
・
退

職
に
よ
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、国

民
年
金
分
の
給
付
を
増
額
さ
れ
た
い
方
は

任
意
と
な
り
ま
す
） 

・
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

が
お
り
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
第
３
号
被

保
険
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、配
偶
者

の
事
業
所
を
通
じ
て
の
手
続
き
に
な
り

ま
す
。
 

・
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
さ
れ
な
い
方

お
よ
び
独
身
者
の
方
は
、国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、市
役

所
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。 

・
退
職
さ
れ
た
方
の
配
偶
者
が
第
３
号
被

保
険
者
で
あ
っ
た
場
合
も
第
１
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、市
役
所
で
の
手

続
き
に
な
り
ま
す
。 
 

　
な
お
、市
役
所
で
の
手
続
き
に
は
、厚
生

年
金
を
喪
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
と

年
金
手
帳
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
国
民
年
金
加
入
の
未
手
続
き
や
保
険
料

を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
と
、老
後
の

支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、も
し
も
の
時
の
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、忘
れ
ず
に
加
入
の
手
続
き
お
よ
び
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
民
課
戸
籍
年
金
係 

　 

q
６３
―
５
１
１
２ 

　
各
支
所
市
民
課
国
民
年
金
担
当
係 

　
ま
た
は 

　
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所 

　
q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

◆
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

　
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談 

　
q
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５ 

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談 

　
q
０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５   

 

年
金
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

　
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、こ
れ
ま

で
両
津
商
工
会
・
佐
和
田
商
工
会
・
小
木
町

商
工
会
で
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所
を

開
設
し
て
年
金
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、平
成
１９
年
度
か
ら
「
ト
キ
の
む
ら
元

気
館
」（
新
穂
瓜
生
屋
）の
み
で
開
設
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

☆
ト
キ
の
む
ら
元
気
館（
新
穂
瓜
生
屋
３
６

２
番
地
１
　
q
２４
―
６
１
２
１
） 

 

定
額
保
険
料
　 

　
　
　
月
額 

　
１
万
４
１
０
０
円 

 

平
成
１９
年
度
 

　
　（
平
成
１９
年
４
月
〜
平
成
２０
年
３
月
） 

現金納付または 
口座での翌月末振替 

現金納付での6か月前納  
納付期限 上期5月1日 下期10月31日 

現金納付での1年前納  
納付期限 5月1日 

※口座での当月末振替（早割） 

※口座振替での6か月前納  
納付期限 上期5月1日 下期10月31日 

※口座振替での1年前納     
振替日 5月1日 
 

169,200円（14,100円×12か月） 

 

 

通常年額 

 

 

166,200円 

167,820円 
（上期83,910円＋下期83,910円） 
 

168,600円（14,050円×12か月） 

 167,280円 
（上期83,640円＋下期83,640円） 
 

600円割引 
 

165,650円　 
 
 

1,380円割引 
 

3,000円割引 

1,920円割引 
 
 3,550円割引 
 
 ※口座振替での、当月末振替の4月分、6か月前納の上期分、および1年前納分の受付は3月上旬をもち

まして終了しました。 
・口座振替が開始されるまで2か月近くかかりますので、ご希望の方は口座のある金融機関・郵便局ま
たは新潟西社会保険事務所へお申し込みください。 

※台風等の災害時におけるお願い 
　　台風等により佐渡汽船が欠航する場合など、やむを得ず開催日や受付時間を変更する場合が
ありますので、新潟西社会保険事務所（q０２５－２２５－３００１）へお問い合わせください。なお、「トキ
のむら元気館」にも変更内容について掲示します。 

平成19年度　定例社会保険事務相談所　開設日 

４
月
 

５
月
 

６
月
 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

10
月
 

11
月
 

12
月
 

１
月
 

２
月
 

３
月
 

月 

会場・時間 

 18 23 20 18 ８ 12 17 21 19 16 20 12 

 19 24 21 19 ９ 13 18 22 20 17 21 13 

 

受付 
13:30～15:30 
 
受付 
9:00～11:00 
 

ト
キ
の
む
ら
元
気
館
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▲トキ順化施設の見学 

▲畑野小学校 ▲両津小学校 ▲二宮小学校 ▲七浦小学校 

こ
ち
ら
消
費
者
協
会
で
す 

 

真
野
支
部
　
本
間
　
光
枝 

１１
月
８
日
消
費
者
協
会
真
野
支
部
は
、

１８
名
の
参
加
で
島
内
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。 

始
め
に
、ト
キ
野
生
復
帰
へ
向
け
て
、現

在
整
備
中
の
ト
キ
順
化
施
設
の
現
場
視
察

を
行
い
ま
し
た
。バ
ス
を
降
り
る
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、案
内
人
の
も
と
歩
い
て
５
分

程
の
場
所
に
あ
る
繁
殖
ケ
ー
ジ
、収
容
ケ
ー

ジ
、順
化
ケ
ー
ジ
に
管
理
棟
と
ト
キ
を
野
生

復
帰
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
。
建
設
工
事
は
、平
成
１６
年
度
に
着

手
さ
れ
１８
年
度
に
完
成
す
る
と
の
こ
と
で
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
大
き
な
建
物
で
し
た
。

完
成
後
、訓
練
を
行
い
、平
成
２０
年
度
頃
か

ら
放
鳥
を
始
め
る
予
定
と
説
明
を
受
け
、

建
物
現
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

続
い
て
佐
和
田
支
所
に
お
い
て
、天
ぷ
ら

の
廃
食
油
で
車
が
走
る
と
い
う
取
り
組
み

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
佐
渡
市
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、「
す
べ
て
を
佐
渡
の
未
来
と
子
供

た
ち
の
た
め
に
」
を
目
指
し
た
環
境
保
全

活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
環
境
に

や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
製
造
し
、

３
月
か
ら
公
用
車
の
ほ
か
保
育
園
バ
ス
や
、

給
食
配
膳
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
佐
渡
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー

等
で
使
用
さ
れ
、捨
て
ら
れ
て
い
る
廃
食
油

を
回
収
・
再
利
用
し
、軽
油
代
替
燃
料（
Ｂ

Ｄ
Ｆ
）に
精
製
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、捨
て
ら
れ
た
も
の
を
再
利
用

す
る
資
源
循
環
型
の
新
燃
料
に
、小
児
喘

息
等
の
原
因
と
さ
れ
る
黒
煙
は
、軽
油
の
１

／
３
以
下
に
減
少
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ア
ト
ピ
ー
、酸
性
雨
等
の
原
因
と
言
わ
れ
る

硫
黄
酸
化
物
は
排
気
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
な

い
な
ど
と
よ
い
話
を
ビ
デ
オ
を
通
し
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
は
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
で
、将
来
枯
渇
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、大
量
消
費
は
二
酸
化
炭
素
の
増

加
に
つ
な
が
り
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、私

た
ち
消
費
者
一

人
ひ
と
り
が

環
境
に
関
心

を
持
ち
、自
分

た
ち
に
協
力

で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
で
き
る

限
り
お
手
伝

い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

島
内
研
修
で
得
た
こ
と 

第１回 

新潟地方法務局と新潟県人権擁護委員連合会では、

小学生の皆さんに、「全国人権擁護委員連合会」編

集の冊子「種をまこう」を活用した「人権学習」を実施

しています。今年度は、人権擁護委員が市内5校を訪

問し、冊子を使って子どもたちの心の中に人権の種を

まきました。子どもたちも先生方も真剣に聞いてくださ

いました。なお、活用のための貸出しも可能ですので、

ご希望でしたら、法務局佐渡支局までご連絡ください。 

◆佐渡人権擁護委員協議会 
　新潟地方法務局佐渡支局　q７４－２０４９ 

「人権学習」 

～“種をまこう” 
　　　を活用して～ 

種をまこう　種をまこう 
心の中に種をまこう 
 わたしのこころ　あなたのこころ 
みんなの心に　種をまこう 
生まれたばかりのやわらかいこころに 
「人権」という名の種をまこう 
 そして  
「思いやり」という名の水と 
「愛」という名の栄養をたっぷりたっぷり　そそいであげよう 
 みんなの「笑顔」という名の陽をあびて 
きっと芽が出る　花が咲く 
 やがて 
 
大きな幸せの実がみのる 
 

＜種をまこう＞巻頭メッセージ 
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ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て 

28

地
域
で
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
の
紹
介
④ 

今
回
は
、以
前
に
も
紹
介
し
ま
し
た
、日

ご
ろ
地
域
で
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
が
加

盟
し
て
い
る
「
ト
キ
の
野
生
復
帰
連
絡
協
議

会
」
の
中
か
ら
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
キ
の
島
』

と
『
佐
渡
ト
キ
の
田
ん
ぼ
を
守
る
会
』
を
紹

介
し
ま
す
。 

 「
ト
キ
の
活
動
か
ら 

環
境
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」 

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
キ
の
島  

　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
中
島
　
明
夫 

こ
の
１
年
ほ
ど
毎
月
１５
日
発
行
の
共
同
の

折
込
チ
ラ
シ
に「
参
加
者
、協
力
者
の
募
集
！
」

と
活
動
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
方

法
は
我
々
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、地

域
・
企
業
・
行
政
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

で
行
っ
て
い
ま
す
。 

ト
キ
野
生

復
帰
へ
向
け

た
環
境
整
備

の
取
り
組
み

は
農
政
で
い

う
「
多
面
的

機
能
の
維
持
・

創
出
」
と
重

な
り
ま
す
。４

つ
の
集
落
と

交
流
事
業
の

協
定
を
結
ん

で
活
動
を
展

開
し
て
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
、

森
林
整
備
、

地
域
調
査
な

ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。 

交
流
事
業
の
主
な
取
り
組
み
は
、新
潟
テ

レ
ビ
２１
と
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
年
間
１５
回
／
５

か
所
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
棚
田
交
流
、大
学
の
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
で
今
年
度
は
延
べ
５
０
０

泊
、参
加
者
は
延
べ
１，
０
０
０
名
を
超
え
て

い
ま
す
が
、こ
れ
で
十
分
と
い
う
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。こ
の
数
倍
の
参
加
者
が
必
要
で

す
。 中

国
ト
キ
視
察
交
流
を
こ
れ
ま
で
に
５

回
行
い
、研
究
者
、地
域
活
動
者
、テ
レ
ビ
取

材
な
ど
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、日
中
の

小
学
校
交
流
も
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

ト
キ
ぬ
い
ぐ
る
み
、着
ぐ
る
み
を
使
っ
て
保

育
園
訪
問
、交
通
安
全
指
導
会
な
ど
に
も

参
加
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

広
報
・
情
報
交
流
活
動
は
折
込
チ
ラ
シ
の

他
、ブ
ロ
グ
「
佐
渡
ト
キ
の
話
題
」
、岩
首
、野

浦
、片
野
尾
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
情
報
交
流
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

【
中
島
明
夫
】JB
G
03644@

nifty.co
m
 

ブ
ロ
グ
「
佐
渡
ト
キ
の
話
題
」 

http
://sad

o
-to
ki-no

-

w
ad
ai.co

co
lo
g
-nifty.co

m
/ 

 「
命
を
育
む
田
ん
ぼ
を
目
指
し
て
！
」

　
　
佐
渡
ト
キ
の
田
ん
ぼ
を
守
る
会  

　
　
　
　
　
　
会
長
　
齋
藤
　
真
一
郎 

「
誰
か
ト
キ
の
エ
サ
場
と
な
る
田
ん
ぼ
を

作
っ
て
は
く
れ
な
い
か
！
」
平
成
１２
年
秋
、旧

新
穂
村
の
呼
び
か
け
に
市
町
村
を
超
え
て

７
名
の
変
人
が
名
乗
り
を
挙
げ
始
ま
っ
た
当

会
も
、現
在
５
地
区
、１７
名（
内
４
法
人
）で

水
田
面
積
２２
ｈ
ａ
の
生
き
物
い
っ
ぱ
い
の
田
ん

ぼ
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
農
業
で
、ト
キ
を

応
援
で
き
る
こ
と
は
、農
薬
や
化
学
肥
料
を

極
力
使
用
せ
ず
美
味
し
い
お
米
を
作
る
と

と
も
に
、ト
キ
の
エ
サ
と
な
る
多
様
な
生
き

物
を
育
み
、

田
ん
ぼ
や

お
米
を
通

し
て
、
佐

渡
や
ト
キ

に
関
心
を

持
っ
て
も

ら
う
事
。

活
動
内
容

は
収
穫
が

終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
「
ふ
ゆ
み
ず

た
ん
ぼ
」
を
支
柱
に
し
て
、①
「
ト
キ
ひ
か
り
」

の
栽
培
、②
消
費
者
と
の
交
流
、③
売
り
上

げ
の
一
部
を
ト
キ
保
護
募
金
へ
、④
調
査
研

究
機
関
へ
の
ほ
場
提
供
及
び
調
査
協
力
、⑤

田
ん
ぼ
内
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
等
々
。
佐
渡

も
環
境
に
優
し
い
農
業
の
取
組
み
が
急
速

に
進
み
つ
つ
あ
る
中
、ト
キ
と
共
生
で
き
る

島
へ
関
係
団
体
と
手
を
携
え
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、「
ト
キ
ひ
か
り
」
不
足
の
た
め
会
員

大
募
集
で
す
！ 

 ■
お
問
い
合
わ
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  佐
渡
市
教
育
委
員
会
で
は
、佐
渡
金
銀

山
遺
跡
調
査
事
業
の
一
環
と
し
て
、平
成

17
〜
18
年
度
、佐
渡
金
山
遺
跡
・
上
相
川
地

区
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。佐
渡
金

山
遺
跡
は
、佐
渡
奉
行
所
跡
・
道
遊
の
割
戸

な
ど
の
金
銀
を
採
掘
し
た
場
所
・
鉱
山
集

落
跡
・
寺
社
跡
な
ど
が
含
ま
れ
る
鉱
山
遺

跡
で
、こ
の
遺
跡
の
、南
東
部
に
位
置
す
る

上
相
川
地
区
は
、戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃

か
ら
江
戸
時
代
の
始
め
に
最
盛
期
を
迎
え

た
鉱
山
集
落
の
跡
で
す
。こ
の
地
区
は
、現

在
の
相
川
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
始
ま
り

と
な
っ
た
場
所
で
、佐
渡
鉱
山
に
隣
接
す

る
濁
川
左
岸
の
標
高
１
５
０
〜
２
５
０
ｍ

の
段
丘
や
台
地
の
上
や
そ
の
斜
面
に
あ
り
、

東
西
約
８
０
０
ｍ
、南
北
約
３
０
０
ｍ
、総

面
積
約
2
0
ha
を
測
り
ま
す
。周
囲
に
は

右
沢
・
丹
波
沢
・
桐
の
木
沢
な
ど
が
流
れ
、

無
人
と
な
っ
た
現
在
で
は
、山
林
・
荒
地
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、地
籍
図
や
江
戸
時
代

の
絵
図
な
ど
か
ら
当
時
に
あ
っ
た
町
名
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

上
相
川
地
区
の
調
査
は
、平
成
17
年
度

に
本
町
や
小
右
衛
門（
こ
え
も
ん
）町
と
呼

ば
れ
た
範
囲
、約
１
２，
４
０
０
㎡
を
調
査

対
象
と
し
て
、２
９
１
㎡
の
発
掘
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。調
査
の
結
果
、使
わ
れ
ず

に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
炉
跡
や
斜
面
を
削

っ
た
り
、盛
土
を
し
て
造
ら
れ
た
平
坦
面

（
テ
ラ
ス
）、石
垣
な
ど
の
ほ
か
、16
世
紀
末

か
ら
17
世
紀
を
中
心
と
し
た
陶
磁
器
類
、

灯
明
皿（
と
う
み
ょ
う
ざ
ら
）な
ど
の
土

器
、銭
貨
・
煙
管（
き
せ
る
）な
ど
の
金
属
製

品
、羽
口
な
ど
の
土
製
品
、鉱
滓（
こ
う
さ

い
）と
い
っ
た
日
用
品
や
鍛
冶
に
関
係
す

る
も
の
が
出
土
・
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
度
は
、九
郎
左
衛
門
町（
く
ろ

う
ざ
え
も
ん
ま
ち
）、同
裏
町
、弥
左
衛
門

町（
や
ざ
え
も
ん
ま
ち
）と
よ
ば
れ
た
範

囲
、約
２
２，
５
０
０
㎡
の
調
査
範
囲
を
６

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、樹
木
や
下
草
を

伐
採
し
、地
面
で
確
認
で
き
る
遺
構
、遺
物

の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。調
査
の
結

果
、斜
面
を
造
成
し
て
造
っ
た
平
坦
面（
テ

ラ
ス
）１
１
８
基
、石
垣
１
０
３
基
、石
段

２
基
、道
跡
７
条
、水
路
跡
１
条
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ら
の
地
面
か
ら
は
、

16
世
紀
末
〜
17
世
紀
を
中
心
と
し
た
碗
、

皿
な
ど
の
陶
磁
器
類
、す
り
鉢
、灯
明
皿
な

ど
の
土
器
、鉱
滓
と
い
っ
た
日
用
品
や
鍛

冶
に
関
係
す
る
も
の
が
採
集
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、調
査
区
域
か
ら
は
、石
垣
石
に

転
用
さ
れ
た
も
の
を
含
む
４
７
２
点
の
鉱

山
に
関
係
す
る
石
臼
・
扣
石（
た
た
き
い

し
）が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、上
相
川

地
区
は
、江
戸
時
代
の
平
坦
面
や
道
路
跡
、

水
路
跡
な
ど
の
遺
構
が
、地
上
で
確
認
で

き
る
ほ
ど
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
お
り
、こ
う
し
た
保
存
状
態
の

よ
い
遺
構
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
構
築

さ
れ
、計
画
的
に
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た

鉱
山
集
落
跡
は
、全
国
的
に
み
て
も
類
例

が
少
な
く
、鉱
山
で
働
く
人
々
の
生
活
を

考
え
て
い
く
う
え
で
、貴
重
な
遺
跡
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。ま
た
、佐
渡
金
山
遺
跡
の

特
徴
と
し
て
、絵
図
や
文
献
な
ど
の
史
料

が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
史
料
と
現
在
の
地
形
図
と
を
整

合
し
た
結
果
、江
戸
時
代
の
道
路
が
現
在

も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

江
戸
時
代
当
時
の
町
割
り
を
正
確
に
復
元

で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
平
成
17
〜
18
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
た

調
査
の
範
囲
は
、上
相
川
地
区
全
体
に
お

け
る
１
／
５
程
度
で
あ
り
、同
地
区
の
全

容
を
知
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、調
査
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
平
坦
面

や
道
跡
な
ど
の
遺
構
と
絵
図
面
と
の
対
比

や
、平
坦
面
の
規
模
の
違
い
に
よ
る
職
業

別
・
身
分
別
の
格
差
の
有
無
な
ど
、詳
細
な

検
討
を
実
施
し
、明
確
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
文
化
振
興
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▲作業風景 
遺跡は樹木に覆われているため、藪や竹を刈り
払って作業を進めます。 

▲弥左衛門（やざえもん）町に残るテラスと石垣 
斜面を削って平坦にし、そこに家を建てて住んで
いたと考えられます。 

▲弥左衛門町に残る石垣 
壊れてしまった石臼を再利用している石垣で、
山中にある上相川にはこうした石垣が多く
残っています。 
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